
主　な　内　容

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

　常陸国に国府が置かれた石岡には、太陽、
月、星をまつる社殿として、日

にってんぐう

天宮（国府
七）、月

がってんぐう

天宮（貝地一）、星の宮（府中五）
が創建されました。後にこの三社は「三光
ノ宮」と呼ばれるようになりました。
　日天宮と月天宮は現存しますが、星の宮
は地名にその名を残すのみとなり、現在は
総社宮に合

ごうし

祀されています。　

　 市 の 人 口 と 世 帯　　81,931 人 ( 前 月 比 ▲ 20)  男 40,621 人　 女 41,310 人　28,776 世 帯 5 月 1 日 現 在

三光ノ宮

● 石岡市まちづくり
　 出前講座のご案内　　　　　　　　   P4

● 新しい健康診査制度がスタート　 P2

● ご存知ですか
　 国民年金保険料の免除・猶予制度　　　  P8

● 65歳以上の方へ
　 「生活機能評価」を受けましょう　　　　 P9

● 忘れずに！児童手当の現況届　　　　　　　 P19

広　 報 2008年［平成20年］
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●
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
実
施

年
度
中
に
40
歳
か
ら
74
歳
に
な
る
方

が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
75
歳
以
上
の
方
は
平
成
20

年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
を
脱
退

し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療

を
受
け
ま
す
。

●
実
施
場
所

○
特
定
健
康
診
査

・
集
団
健
診

保
健
セ
ン
タ
ー
や
地
区
公
民
館
等
で

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

・
個
別
健
診

県
医
師
会
の
集
合
契
約
等
に
参
加
す

る
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

○
特
定
保
健
指
導

保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　

原
則
と
し
て
各
年
度
５
月
か
ら
翌

年
１
月
末
で
す
。特
定
保
健
指
導
は
、

通
年
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
体
制

　

石
岡
市
国
民
健
康
保
険
が
実
施

主
体
と
な
り
、
健
診
は
保
健
セ
ン

タ
ー
等
で
行
い
ま
す
。
特
定
保
健

指
導
は
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

等
が
行
い
ま
す
。

●
実
施
項
目

○
特
定
健
康
診
査

・
必
須
項
目

　

質
問
表
、
身
体
計
測
、
理
学
的
検

　

査
、
血
圧
測
定
、
血
中
脂
質
検
査
、

　

肝
機
能
検
査
、
血
糖
検
査
、
尿
検

　

査
・
選
択
項
目

　

心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、
貧
血

　

検
査

※
選
択
項
目
は
、
一
定
の
基
準
に
よ

り
、
医
師
が
判
断
し
た
も
の
を
実
施

し
ま
す
。

　

健
診
結
果
に
基
づ
き
、
生
活
習
慣

改
善
の
必
要
性
に
応
じ
て
受
診
者

を
階
層
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に

沿
っ
て
特
定
保
健
指
導
を
原
則
６
か

●
事
業
主
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の

デ
ー
タ
の
管
理

　

受
診
率
向
上
の
た
め
に
、
事
業
主

健
診
受
診
者
や
人
間
ド
ッ
ク
実
施
医

療
機
関
か
ら
も
特
定
健
康
診
査
に
関

す
る
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
ま
す
。

●
個
人
情
報
の
保
護

　

個
人
情
報
に
関
す
る
法
律
や
こ
れ

に
基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
ふ
ま

え
、
適
切
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

●
計
画
の
評
価
お
よ
び
見
直
し

　

定
期
的
に
保
険
年
金
課
を
中
心
と

し
た
実
施
推
進
委
員
会
等
を
開
催

新
し
い
健
康
診
査
制
度
が
ス
タ
ー
ト

腹　

囲

追
加
リ
ス
ク

喫煙暦

対　

象

●
血
糖

●
脂
質

●
血
圧

40
歳
～
64
歳

65
歳
～
74
歳

85
㎝
以
上
（
男
性
）

90
㎝
以
上
（
女
性
）

二
つ
以
上
該
当

積
極
的
支
援

動
機
づ
け
支
援

一
つ
該
当

あ
り

な
し

該
当
な
し

情
報
提
供

右
以
外
で

Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上

三
つ
該
当

積
極
的
支
援

動
機
づ
け
支
援

二
つ
該
当

あ
り

な
し

一
つ
該
当

該
当
な
し

情
報
提
供

※
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝ 

ボ
デ
ィ
マ
ス
指
数
（Body M

ass Index

）
と
は
、

　
　
　
　
　

 

体
重
と
身
長
の
関
係
か
ら
算
出
し
た
、
肥
満
度
を
表
す
指
数
で
す
。

　

本
年
４
月
か
ら
生
活
習
慣
病

対
策
の
強
化
が
病
気
の
予
防
に

つ
な
が
る
と
し
、
各
医
療
保
険

者
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

に
着
目
し
た「
特
定
健
康
診
査
」

と
「
特
定
保
健
指
導
」
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
も
、
国
の
特
定
健
康
診

査
等
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
に
対
し
て
実
施

す
る
「
石
岡
市
国
民
健
康
保
険

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
24
年
度
ま
で
の
５
年
間
を

第
一
期
計
画
と
し
て
、
達
成
状

況
に
応
じ
て
定
期
的
に
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　

計
画
の
実
施
に
よ
り
、
平
成

24
年
度
ま
で
に
特
定
健
康
診

査
受
診
率
を
65
％
、
特
定
保
健

指
導
実
施
率
を
45
％
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当

者
と
そ
の
予
備
群
の
減
少
率
を

10
％
に
し
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

国保

問
い
合
わ
せ

○
実
施
計
画
に
つ
い
て
は

　

市
役
所 

保
険
年
金
課
へ

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
４
３
）

○
保
健
指
導
に
つ
い
て
は

　

市
役
所 

健
康
増
進
課

　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

生活習慣病予防の計画を作りました活

○
特
定
保
健
指
導

月
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
方
法
は
階
層
ご
と
に
、
個
別

面
接
、
集
団
指
導
、
電
話
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
手
紙
等
で
の
指
導
を
組
み

合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

し
、
計
画
の
評
価
お
よ
び
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
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特定健康診査と特定保健指導

内臓肥満

高血糖 脂質異常 高血圧

メタボリックシンドローム

心臓病・脳卒中・糖尿病の
合併症など

すべてをメタボリックシンドロームとして統一してとらえ、問題の根である内臓肥満
を解消する保健指導を行います。

対象者の状態 保健指導

動機づけ支援　リスクが出現しはじめた段階

情報提供　健診受診者全員

積極的支援　リスクが重なりだした段階

医師への受診勧奨

生活習慣病を予防しやすくなります。

健診結果から今の健康状態を把握し、健康な生
活を送るための生活習慣の見直しや改善のきっ
かけとなる情報が提供されます。

本人が自分の生活習慣の改善点や実践していく
行動などに気づき、自ら目標を設定し、行動に
うつすことができるような支援があります。

健診判定の改善に向けて、取り組むべき目標や
実践が可能な行動目標を本人が選択し、継続的
に実行できるような支援があります。

　

今
ま
で
の
健
診
で
は
、
個
別
の
病

気
の
早
期
発
見
・
治
療
を
目
的
と
し
、

健
診
後
は
「
要
治
療
」
の
方
へ
の
受

診
勧
奨
、
ま
た
高
血
圧
な
ど
の
病
気

ご
と
の
指
導
が
中
心
で
し
た
。

　

し
か
し
「
特
定
健
診
」「
特
定
保

●健診でメタボリックシンドロームを中心に、全体の状態を関連づけて調べます。
●病気になる前の軽度の異常から状態を把握します。

健
診
・
保
健
指

導
は
こ
う
変
わ

り
ま
す

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
健
診
・
保
健
指
導
に

効
果
的
な
保
健

指
導
に
向
け
て

健
診
・
保
健
指
導
の
流
れ

基本的な健診
問診＋基本的な検査

詳細な健診

結果に
基づき

生活習慣の
改善の必要性が

低い方

生活習慣の
改善の必要性が

中程度の方

生活習慣の
改善の必要性が

高い方

情
報
提
供

動機づけ
支援

積極的
支援

＋

　

新
し
い
制
度
で
は
、
健
診
後
、
そ

医療機関での受診の必要がある方は「受診勧奨」と通知されます。

健
指
導
」
で
は
、
健
診
に
よ
っ
て
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ
の

予
備
群
の
方
を
見
つ
け
出
し
、
改
善

と
予
防
に
向
け
た
保
健
指
導
に
重
点

が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

の
結
果
と
問
診
に
基
づ
き
、
生
活
習

慣
病
の
発
病
リ
ス
ク
な
ど
か
ら
、「
情

報
提
供
」「
動
機
づ
け
支
援
」「
積
極

的
支
援
」
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
、
個
々
の
方
に
合
わ
せ
た
保
健

指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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講
座
メ
ニ
ュ
ー

説
明
内
容

市政
１
予
算
と
財
政
状
況

予
算
の
仕
組
み
と
お
金
の
使
い
方
お
よ
び
財
政
状
況

２
電
算
業
務
の
取
り
組
み

電
算
業
務
の
取
り
組
み
状
況
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
広
域
サ
ー
ビ
ス
、
今
後
の
電
子
自
治

体
の
方
向
性
な
ど
を
紹
介

３
電
子
行
政
に
向
け
た
取
り

組
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
急
速
な
普
及
に
伴

う
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み

４
「
広
報
い
し
お
か
」
の
で
き

る
ま
で

広
報
紙
の
作
成
方
法

５
統
計
調
査
っ
て
ど
ん
な
も

の
？

統
計
調
査
の
種
類
と
仕
組
み

６
第
一
次
石
岡
市
総
合
計
画

の
概
要

石
岡
市
総
合
計
画
基
本
構
想
基
本
施
策
の
概
要

７
議
会
を
知
ろ
う

議
会
の
仕
組
み
・
仕
事
な
ど

暮らし
８
住
民
基
本
台
帳

住
所
等
の
異
動
・
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
住
基
カ
ー

ド
の
交
付
申
請

９
戸
籍

戸
籍
の
届
出
、
戸
籍
証
明
の
交
付
申
請

10
印
鑑
登
録

印
鑑
登
録
の
申
請
、
証
明
書
の
交
付

11
税
金
を
知
ろ
う  

Ⅰ

税
の
豆
知
識

12
税
金
を
知
ろ
う  

Ⅱ

固
定
資
産
税
の
評
価
と
仕
組
み

13
国
民
年
金
制
度

国
民
年
金
制
度

14
国
民
健
康
保
険
制
度

国
民
健
康
保
険
制
度

15
下
水
道
の
は
な
し

下
水
道
の
役
割
と
受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
な
ど

16
上
水
道
ア
ラ
カ
ル
ト

上
水
道
の
仕
組
み
と
役
割
な
ど

17
石
岡
市
乗
合
い
タ
ク
シ
ー

は
ど
ん
な
も
の
？

石
岡
市
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
仕
組
み
と
利
用
方
法

●
利
用
で
き
る
方

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
な
ど

●
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
（
土
日
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
の
間
で
質
問
等

を
含
め
２
時
間
以
内
で
す
。（
た
だ
し
国
民
の

祝
日
、12
月
28
日
～
翌
１
月
４
日
は
除
き
ま
す
）

●
費
用

　

講
師
料
は
無
料
で
す
が
、
会
場
使
用
料
・
材

料
費
・
そ
の
他
講
座
に
要
す
る
費
用
は
、
申
込

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
会
場

　

会
場
は
申
込
者
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　

講
座
開
催
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
生
涯
学

習
課
ま
た
は
、
市
民
課
へ
「
石
岡
市
ま
ち
づ
く

り
出
前
講
座
利
用
申
込
書
」
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
も
可
）

石
岡
市
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
市
政
へ
の
理
解
や
関
心
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
と
と
も
に
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
問
題
や
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
、
講
座
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
び
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
市 

教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
２
４
２
）

　

ＦＡＸ
４
３
・
１
１
１
７

　

電
子
メ
ー
ル

　

shougai@
city.ishioka.lg.jp

講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ

生
涯
学
習
課
ま
た
は

市
民
課
へ
申
し
込
む

講
座
開
催

講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
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安全・安心
18

防
災
対
策

地
震
、
風
水
害
等
の
災
害
時
に
お
け
る
対
策
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
な
ど

19

火
災
の
予
防

火
災
予
防
全
般

20

救
急
処
置

救
急
処
置
全
般

21

交
通
事
故
の
防
止

交
通
事
故
発
生
状
況
と
交
通
事
故
防
止
対
策

環境
22

霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化

な
か
な
か
き
れ
い
に
な
ら
な
い
霞
ヶ
浦
の
水
質
の
現

状
、
汚
れ
の
原
因
、
対
策
な
ど
を
説
明

23

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

家
庭
か
ら
で
る
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
を
説
明
し

ま
す
。
ま
た
、
な
ぜ
分
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
を
説
明

健康・福祉
24
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
解
説

25
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
解
説

26
い
つ
も
笑
顔
で

　
　
　
　
「
介
護
保
険
」

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
制
度
と
内
容

27
市
民
の
健
康
づ
く
り

生
活
習
慣
病
の
改
善
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
、

食
生
活
改
善
な
ど
の
取
り
組
み

28
高
齢
者
虐
待
防
止

権
利
擁
護
事
業
と
成
年
後
見
制
度

29
介
護
予
防

生
活
機
能
評
価
と
介
護
予
防
事
業

子育て
30
児
童
福
祉
施
設
の
紹
介

子
ど
も
や
親
が
地
域
で
集
う
場
所
等
の
紹
介

31
児
童
福
祉
施
策
の
概
要

児
童
手
当
、
保
育
所
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
概
要

32
保
育
所
の
利
用
案
内

入
所
手
続
、
緊
急
保
育
等
の
案
内

経済・産業
33
農
業
の
概
要

農
業
の
現
状

34
林
業
の
概
要

林
業
の
現
状
と
情
勢

35
産
業
の
概
要

商
工
業
の
現
状
と
紹
介
な
ど

36
中
小
企
業
へ
の
金
融
支
援

中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
制
度

37
観
光
資
源
の
紹
介

観
光
資
源
の
紹
介

38
農
業
者
年
金
制
度

法
律
改
正
に
伴
う
年
金
制
度
の
解
説

39
農
地
法
の
解
説

農
地
法
３
・
４
・
５
条
の
解
説

40
新
た
に
農
業
を
始
め
る
に

は

新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
人
へ
農
地
の
斡
旋
、
資
金

等
の
説
明

都市基盤
41
国
土
調
査
（
地
籍
調
査
）

地
籍
調
査
実
施
予
定
地
区
の
調
査
概
要
説
明

42
都
市
計
画
道
路
の
現
況

都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
定
め
た
、
都
市
計
画
道
路
の

今
後
の
整
備
方
針

43
土
地
区
画
整
理
事
業

土
地
区
画
整
理
事
業
の
特
徴
や
仕
組
み

44
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
建
設

の
促
進

国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
に
対
す
る
進
捗
と
今

後
の
予
定

45
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
促

進
事
業

建
築
行
為
を
行
う
敷
地
に
接
す
る
４
ｍ
未
満
の
道
路

の
拡
幅
整
備

46
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派

遣
事
業
と
は

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
制
度
の
概
要

（
一
般
向
け
）

47
道
路
の
現
状

道
路
の
現
況

教養・教育・文化
48
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

共
に
暮
ら
し
や
す
い
男
と
女
の
理
想
の
関
係
と
は

（
男
女
の
よ
り
よ
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
）

49
市
民
講
師
制
度

講
師
制
度
の
概
要
、
講
師
依
頼
内
容

50
家
庭
教
育
の
役
割

家
庭
教
育
の
役
割
を
理
解
し
、
そ
の
重
要
性
を
考
え

直
し
、
家
庭
に
お
け
る
実
践
に
生
か
す
一
助
と
す
る

51
市
の
豊
か
な
歴
史
を
知
る

市
内
に
残
る
多
く
の
史
跡
・
文
化
財
を
紹
介

52
学
校
給
食
の
仕
組
み

給
食
が
で
き
る
ま
で
の
お
話

53
図
書
館
利
用
の
案
内

図
書
館
利
用
内
容
と
状
況
に
つ
い
て
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最
後
の
５
文
字
は
、名
詞
や
動
詞
、

形
容
動
詞
で
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
い
く
つ
か
の
見
本
を
紹
介
し

ま
す
の
で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

決
し
て
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
見
本
】

●
自
由
句

君き
み

は　

吉よ
し
の野
の　

千せ
ん
ぼ
ん本　

桜
ざ
く
ら　

色い
ろ
か香

よ
け
れ
ど　

き
が
多お

お

い

●
折
り
句

　

詩
の
頭
の
部
分
に
「
い
し
お
か
」

の
文
字
を
詠
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

言
う
に
言
わ
れ
ぬ　

思
案
の
恋
瀬

い
う
に
い
わ
れ
ぬ　

し
あ
ん
の
こ
い
せ

お
ぼ
ろ
月
夜
に　
　

懸
か
る
雲

お
ぼ
ろ
つ
き
よ
に　

か
か
る
く
も

『
入
選
・
入
賞
発
表
・
表
彰
式
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
』

日
時　

11
月
２
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

会
場　

石
岡
市
民
会
館

●
所
在
地

　

石
岡
市

　

大
増
字
笹
や
き
１
５
１
８
番
地
２

●
物
件
概
要

　

建
築
年
月　

昭
和
26
年
12
月

　

構
造　

木
造
平
屋
建
て

　

面
積　

５
８
２
㎡

●
募
集
条
件

・
地
域
の
活
性
化
と
融
和
に
寄
与
で

き
る
内
容
で
あ
る
こ
と
。

・
物
件
は
、
校
舎
と
校
庭
を
現
状
の

ま
ま
で
貸
与
し
ま
す
。

・
校
舎
・
樹
木
等
は
、
原
則
そ
の
ま

ま
の
形
状
で
使
用
願
い
ま
す
。

・
建
物
の
維
持
管
理
・
修
繕
の
費
用

は
借
主
負
担
で
一
切
の
公
的
な
助
成

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
貸
付
期
間
は
１
年
間
で
す
が
、
更

新
も
可
能
で
す
。

・
貸
付
料
は
無
料
で
す
。

・
詳
細
は
、
石
岡
市
財
務
規
則
に
よ

り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法

　

利
用
の
趣
旨
、
事
業
計
画
、
施
設

利
用
計
画
を
記
入
し
た
利
用
申
込
書

（
用
紙
は
Ａ
４
版
で
、
様
式
は
自
由

で
す
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
日

　

６
月
16
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　

９
月
16
日
（
火
）
ま
で

　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

●
審
査
結
果

　

結
果
は
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
１
５
‐
８
６
４
０

　

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

　

市
役
所 

財
政
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
３
３
）

　

電
子
メ
ー
ル

   zaisei@
city.ishioka.lg.jp

　

市
で
は
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
大
増
小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
民
間
か
ら
効
果
的
な
利
用
を
募
集
し
ま
す
。

有
効
に
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

▼ 旧大増小学校校舎・校庭

旧
大
増
小
学
校
校
舎

　

11
月
に
国
民
文
化
祭
・
い
ば
ら
き
２
０
０
８
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

石
岡
市
で
行
わ
れ
る
『
都ど
ど
い
つ

々
逸　

言こ
と

の
葉は

ま
つ
り
』
の
詳
し
い
内
容

と
「
都
々
逸
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
っ
て
、
大
会
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
ご
案
内
し
ま
す
。

都
々
逸
と
は

　

都
々
逸
節
は
、
都
々
一
坊
扇
歌
が

天
保
４
年
に
初
め
て
江
戸
の
寄
席
で

唄
っ
た
自
作
の
音
曲
で
、
江
戸
を
は

じ
め
全
国
を
風ふ
う
び靡
し
、
今
日
ま
で
庶

民
の
情
合
や
心
意
気
を
唄
う
当
時
の

流
行
歌
と
し
て
歌
い
続
け
ら
れ
ま

し
た
。

『
唄
の
部　

コ
ン
ク
ー
ル
』

日
時　

11
月
１
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～

参
加
資
格　

一
般
の
方（
大
学
生
以
上
）

会
場　

石
岡
市
民
会
館

募
集
人
員　

１
０
０
名

○
課
題
曲
…
た
ん
と
売う

れ
て
も　

売う

れ
な
い
日
で
も　

同お
な

じ
機き

げ
ん嫌
の

風か
ざ
ぐ
る
ま車

○
自
由
曲
（
古
典
曲
・
既
存
曲
可
）

　

課
題
曲
、
自
由
曲
で
一
人
２
曲
を

唄
い
、審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、

11
月
２
日
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

伴
奏
者
は
、
主
催
者
側
で
も
用
意

し
ま
す
が
、
参
加
者
の
随
伴
で
も
可

能
と
し
ま
す
。

『
作
詩
の
部　

コ
ン
ク
ー
ル
』

応
募
作
品　

未
発
表
作
品
で
自
由
句

と
折
り
句
で
一
人
２
句
と
し
ま
す
。

応
募
資
格　

一
般
（
大
学
生
以
上
）・

小
・
中
・
高
校
生
の
方

※
一
般
の
部
と
小
・
中
・
高
校
生
の

部
に
わ
け
て
審
査
し
ま
す
。

　

都
々
逸
は
、
７
・
７
・
７
・
５
の
26

文
字
で
作
ら
れ
、
細
か
く
分
け
る
と

７（
３
・
４
）７（
４
・
３
）７（
３
・
４
）

５
（
５
）

に
区
切

り
ま
す
。

　

３　
　

  

４　
　

  

４　

  

３　

  

３　

４　
　
　
　

５　

■
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課　

　

☎
４
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
１
２
３
３
）
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ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、
あ
な
た
の
税
！

不 動 産   6 件

預 金 45 件

 合 計 51 件

 本年度累計 51 件

 ４月の差押件数夜
間
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
水
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
）　

午
後
５
時
30
分
～
７
時

詳
し
く
は
市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
２
）

休
日
納
税
相
談
・
納
付
受
付

　

毎
週
土
曜
日（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
対
象
に

　
　

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

【
要
件
】

◇
工
事
内
容

①
窓
の
改
修
工
事

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
①
か
ら
④
ま
で
の
工
事
う
ち
、
①

を
含
む
工
事
を
行
う
こ
と
。

◇
基
準

・
工
事
が
、
平
成
20
年
１
月
１
日
現

在
で
存
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
で
行
わ
れ
る
こ
と

・
工
事
に
要
す
る
費
用
が
30
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

・
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
22
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
一
定
の
工
事
を

行
っ
た
も
の

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
22
年
３
月
31
日
ま
で

【
手
続
き
】

　

改
修
後
３
か
月
以
内
に
建
築
士
、

指
定
確
認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住

宅
性
能
評
価
期
間
に
よ
る
証
明
書
を

添
付
し
て
、
市
役
所
税
務
課
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

税
務
課 

資
産
税
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
４
）

八
郷
総
合
支
所 

税
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
５
２
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
て

　

平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
・
都
市

計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
４
月
に
発

送
し
ま
し
た
が
、納
税
者
の
方
か
ら
、

内
容
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。
一
部
で
す
が
、
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
土
地
編
〉

Ｑ 

土
地
の
価
格
が
下
が
っ
て
い
る

の
に
、
固
定
資
産
税
が
上
が
る
の
は

ど
う
し
て
か
？

Ａ 

土
地
の
価
格
は
、
平
成
５
年
以

前
は
地
下
公
示
価
格
よ
り
も
、
か
な

り
低
い
水
準
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
で
、

全
国
的
地
価
公
示
や
相
続
税
な
ど
公

的
土
地
評
価
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
地
価
公
示
価
格
の
７
割
を
目
途

に
評
価
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
課
税
標
準
額
は
税
額
が
急

激
に
増
加
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

除
々
に
価
格
（
評
価
額
）
に
近
づ
け

て
い
く
負
担
調
整
措
置
等
を
と
っ
て

い
る
た
め
で
す
。

Ｑ 

土
地
の
評
価
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
？

Ａ 

固
定
資
産
評
価
基
準
（
総
務
大

臣
が
定
め
る
）
に
基
づ
き
、
売
買
実

例
価
格
を
基
に
不
正
常
要
素
を
除
い

て
算
定
し
た
正
常
売
買
価
格
を
基
準

と
し
て
求
め
ま
す
。
な
お
、
宅
地
は

地
価
公
示
価
格
等
の
７
割
を
目
途
と

し
て
価
格
を
求
め
て
い
ま
す
。

〈
家
屋
編
〉

Ｑ 

数
年
前
に
新
築
し
た
家
屋
の
固

定
資
産
税
が
、
急
に
高
く
な
っ
た
の

は
な
ぜ
か
？

Ａ 

新
築
住
宅
に
は
、
固
定
資
産
の

減
額
措
置
が
あ
り
、
新
た
に
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
年

度
か
ら
３
年
度
分
（
木
造
家
屋
の
場

合
）
に
限
り
、
延
床
面
積
の
１
２
０

㎡
相
当
分
を
上
限
に
税
が
２
分
の
１

に
減
額
さ
れ
ま
す
。

Ｑ 

家
屋
が
古
く
な
っ
た
の
に
、
評

価
が
下
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

Ａ 

家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価
の
対

象
に
な
っ
た
家
屋
と
同
等
の
も
の

を
、
評
価
替
え
の
時
点
に
お
い
て
新

築
す
る
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築

費
に
、
家
屋
建
築
後
の
年
数
の
経
過

に
よ
っ
て
生
じ
る
損
耗
状
況
に
よ
る

経
年
減
点
補
正
率
を
乗
じ
て
求
め
て

い
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

Ｑ 

固
定
資
産
の
所
有
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
課
税
は
ど
う
な
る
の
か
？

Ａ 

死
亡
し
た
方
が
所
有
し
て
い
た

固
定
資
産
が
、
相
続
な
ど
で
年
内
に

所
有
権
の
移
転
登
記
が
終
了
し
た
場

合
、
翌
年
度
は
新
し
い
所
有
者
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
年
内
に
登

記
で
き
な
い
場
合
は
、
相
続
人
の
中

か
ら
代
表
者
の
方
の
届
出
を
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
そ
の
方
が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。

■
他
に
も
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
役
所 

税
務
課 

資
産
税
担
当

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
の
省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る
た
め
、
既
存
住
宅
で
一
定
の
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限

り
、
税
額
か
ら
３
分
の
１
を
減
額
（
１
２
０
㎡
を
限
度
）
す
る
措

置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

７　広報いしおか　№６４



保
険
料
免
除
制
度 

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
が
あ
り
、
申
請
に
よ
り
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
り
ま
す
。
保
険

料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料

が
未
納
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生

す
る
と
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
方
は
、
対
象
外
と
な
り
ま

す
。
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

世帯構成
全額免除

（年金受取額
１/3 に減額）

1/4 納付
（年金受取額
１/2 に減額）

1/2 納付
（年金受取額
２/ ３に減額）

3/4 納付
（年金受取額
5/6 に減額）

若年者
（30 歳未満）

納付猶予制度
  4 人世帯

（夫婦・子 2 人）
162

(257) 
230

(354)
282

(420)
335

(486)
162

(257)

  ２人世帯
 ( 夫婦のみ )

92
(157)

142
(229)

195
(304)

247
(376)

92
(157)

単身世帯
57

(122)
93

(158)
141

(227)
189

(296)
57

(122)

　

保
険
料
免
除
制
度
に
は
、
申
請
に

よ
り
全
額
免
除
、
一
部
納
付
（
４
分

の
１
・
２
分
の
１
・
４
分
の
３
納
付)

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
次
の
と
お
り
で

す
（
申
請
者
本
人
の
ほ
か
配
偶
者
・

世
帯
主
の
所
得
も
審
査
の
対
象
）。

①
前
年
所
得
が
少
な
い
方
（
所
得
の

め
や
す
は
下
の
表
を
参
照
）

②
平
成
19
年
度
以
降
に
失
業
・
倒
産
な

ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
方

　

ほ
か
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が

少
な
い
若
年
層
（
20
～
30
歳
未
満
）

の
方
が
、
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
将
来
、
年
金

を
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
を
防
止

す
る
た
め
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
、
保
険
料
の
後
払

い
が
で
き
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な

る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
申

請
者
本
人
・
配
偶
者
が
所
得
審
査
の

対
象
）

①
前
年
所
得
が
少
な
い
方
（
所
得
の

め
や
す
は
下
の
表
を
参
照
）

②
平
成
19
年
度
以
降
に
失
業
・
倒
産
な

ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
方

●
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
●

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
た

場
合
は
、
受
け
取
る
金
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
免
除
・
猶
予

を
受
け
た
期
間
分
を
追
納
す
る
こ
と

で
、
老
齢
基
礎
年
金
が
満
額
支
給

免除・猶予制度の申請対象者となる所得（収入）のめやすさ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
免
除
・
猶
予
を
受
け
た
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
保
険
料
に
経
過
期

間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。
早
め
に
追
納
さ
れ
ま
す
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。　

単位：万円

 

若
年
者（
30
歳
未
満
）　　
　

　
　
　
　

納
付
猶
予
制
度 

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
３
４
）

八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
２
４
）

犬猫の避妊、
去勢手術への助成

　県獣医師会では、動物愛護事業
の一環として、愛犬・愛猫の避妊、
去勢手術の助成事業を実施してい
ますので、ご希望の方は応募くだ
さい。
助成頭数　県内全域で 850 頭
　※定数になり次第締め切ります
対象　平成 20 年６月１日以降
に、県内の動物病院で、避妊・去
勢手術を受けた犬・猫
助成金　避妊手術１頭 4,000 円
　　　　去勢手術１頭 3,000 円

６
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

　

土
砂
災
害
を
防
ぎ
、
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
は
、
対
策
工
事
だ
け

で
な
く
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
」と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
持
ち
、

大
雨
の
時
の
注
意
、
早
め
の
避
難
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
土
石
流
の
前
兆

・「
山
鳴
り
」
と
い
っ
て
、
山
全
体

　

が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音
が
す

　

る
と
き

・
川
の
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
木

　

が
流
れ
て
き
た
と
き

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川

　

の
水
が
減
っ
て
い
る
と
き

６
月
１
日
〜
７
日

が
け
崩
れ
防
災
週
間

こ
ん
な
時
は
、

　
　

注
意
・
避
難
し
ま
し
ょ
う
！

●
地
す
べ
り
の
前
兆

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
た
と
き

・
地
面
の
一
部
が
へ
こ
ん
だ
り
、
盛

　

り
上
が
っ
た
と
き

・ 

池
や
沼
の
水
の
量
が
、
急
に    

　

変
わ
っ
た
と
き

・
井
戸
の
水
が
濁
っ
た
と
き

●
が
け
崩
れ
の
前
兆

・
が
け
か
ら
小
石
が
、
パ
ラ
パ
ラ
と

　

落
ち
て
き
た
と
き

・
が
け
に
割
れ
目
が
で
き
た
と
き

・
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
た
と
き

◆
問
い
合
わ
せ

茨
城
県 

河
川
課 

ダ
ム
砂
防
室

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
４
４
９
５

市
役
所 

総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
５
５
）

◆申し込み・問い合わせ

　（社）茨城県獣医師会
　 ☎ 029-241-6242
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●　集
＊
団健診は、保健センター年間予定表・広報いしおかの健康ガイドのページをご確認ください。

●　「生活機能評価」は特定健診、後期高齢者の健康診査とは異なりますので、ご注意ください。
●　指定医療機関で受診する場合は、事前の予約が必要です。

６５歳以上の方へ「生活機能評価」を受けましょう
　高齢になっても自立して日常生活を送り、健康で長生き
するためには、現在の心身の健康状態や運動機能などに衰
えがないかをチェックし、未然に心身の機能低下を予防す
ることが大切です。
　市では、65 歳以上の方 ( 要介護認定者を除く ) を対象に、

「生活機能評価」を実施します。その結果、生活機能の低
下が心配され、今後介護や支援が必要になる可能性がある
方には、介護予防のサポートを行います。
　対象者の方には、「生活機能評価問診票」を郵送してい
ますので、市が行う集

＊
団健診や指定医療機関（無料）で忘

れずに受診しましょう。

指定医療機関名 住　　所 電話番号
石岡市医師会病院 石岡市大砂１０５２８－２５ 0299-22-4321
友部整形外科 　〃　南台３－３４－５    〃    26-2339
山王台病院 　〃　東石岡４－１－３８    〃    26-3130
斉藤病院 　〃　旭台１－１７－２６    〃    26-2131
米村脳神経クリニック 　〃　東石岡２－１３－２７    〃    26-7526
田中クリニック 　〃　鹿の子１－１１－１０    〃    23-2288
渡辺クリニツク 　〃　東光台４－１４－３０    〃    26-7633
桧山医院 　〃　東石岡４－１１－５    〃    26-3812
岡崎内科医院 　〃　府中１－３－２１    〃    22-2014
石岡ひかりクリニック 　〃　東大橋１８９８－５    〃    26-8055
柏木医院 　〃　石岡２１５８－３    〃    22-2874
滝田整形外科 　〃　府中２－２－１２    〃    23-2071
芹澤医院分院 　〃　石岡３１６５－１７    〃    22-2035
関クリニック 　〃　府中３－１－６    〃    23-8300
府中クリニック 　〃　府中５－１１－１    〃    22-2146
杉並クリニック 　〃　杉並２－２－１９    〃    27-6700
ごとう内科 　〃　石岡１－１４－１    〃    36-0510
藤井内科クリニック 　〃　鹿の子２－１－３６    〃    35-5005
吉川医院 　〃　柿岡３２９７    〃    43-0018
川並クリニック 　〃　府中２－６－１５    〃    22-3301
石岡第一病院 　〃　東府中１－７    〃    22-5151
寿星会　石岡診療所 　〃　国府２－４－９    〃    24-5080
石岡循環器科脳神経外科病院 小美玉市栗又四ヶ１７６８－２９    〃    58-5211
やまぐち医院 　  〃  　栗又四ヶ１７４７－１０    〃    37-1055
高木医院 かすみがうら市稲吉東１－１５－１ 029-832-2020
総合病院　土浦協同病院 土浦市真鍋新町９－３５  〃   823-3111

● 生活機能評価とは　　　
日常生活を送るうえでの心身の健康の度合いを把握
し、将来的に介護が必要になる可能性について推測
します（特定高齢者の把握）。

● 問い合わせ　石岡市地域包括支援センター　
☎ 35-1127

● 特定高齢者とは　　　　
生活機能低下が疑われ、将来介護保険の「要支援・
要介護状態」になる可能性が高いと考えられる方々
です。対象者には、運動機能向上や栄養改善、口腔
ケアのサービス事業を通し、今までの生活が続けら
れるようサポートします。

９　広報いしおか　№６４



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

小
学
校
に
７
０
２
人
、
中

学
校
に
７
３
６
人
が
入
学

７
２
３
人
の
太
公
望
が

参
加　

高
浜
釣
大
会

▲ 先生の話を聴く南小の新一年生

　

４
月
８
日
、
市
内
の
小
学
校
19
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
７
０
２
人
が

新
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
９
日
に
は
、
市

内
の
中
学
校
８
校
で

も
入
学
式
が
行
わ
れ
、

７
３
６
人
の
新
入
生
を

迎
え
ま
し
た
。

　

南
小
学
校
で
は
、
89

人
の
児
童
が
入
学
し
ま

し
た
。
村
上
朝
雄
校
長

か
ら
新
一
年
生
に
「
自

分
の
こ
と
は
、
で
き

る
だ
け
自
分
で
し
ま

し
ょ
う
。
先
生
の
話
を

し
っ
か
り
聴
き
ま
し
ょ

う
。
こ
の
二
つ
の
約
束

を
守
っ
て
、
元
気
に
明

る
く
生
活
し
て
く
だ
さ

▲濱田校長の前であいさつを述べる石中の新入生代表

い
」
と
お
願
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
岡
中
学

校
で
も
１
７
２
人
の

新
入
生
を
迎
え
、
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
濱
田
裕
信
校
長

は
、
新
入
生
に
学
校

の
校
訓
で
あ
る
、
ゆ

た
か
な
心
・
み
な
ぎ

る
英
知
・
た
く
ま
し

い
体
の
三
つ
の
言
葉

を
贈
り
、「
こ
の
校

訓
を
守
り
、
中
学
三

年
間
を
過
ご
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

４
月
20
日
、
第
39
回
茨
城
県
高
浜

釣
大
会
が
高
浜
商
栄
会
や
市
観
光
協

会
な
ど
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し

た
が
、
市
内
外
か
ら
７
２
３
人
の

釣
り
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
Ｊ
Ｒ
高
浜
駅
周
辺
の
恋
瀬
川
流

域
で
、
大
物
の
コ
イ
や
フ
ナ
を
狙
っ

て
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
参
加
者
は

「
年
々
、
釣
り
人
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
残
念
で
す
。
魚
も
外
来
種
が
増
え

て
き
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲早朝から 恋瀬川べりで大物を狙う参加者

　

入
賞
者
の
内
、
上
位
４
賞
の
受
賞

者
を
紹
介
し
ま
す
。（
そ
の
他
の
受

賞
者
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

茨
城
県
知
事
賞　

　

藤
城
佳
一
（
石
岡
市
）

石
岡
市
長
賞

　

谷
田
部
信
明
（
石
岡
市
）

茨
城
県
議
会
議
長
賞

　

近
藤
三
郎
（
小
美
玉
市
）

石
岡
市
議
会
議
長
賞

　

山
本
一
孝
（
石
岡
市
）

▲ 運転者に交通安全のチラシと啓発品を渡す商業生

石
岡
商
業
生
が
交
通
安

全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て
、
４
月
14
日
に
国
道
３
５
５

号
の
石
岡
商
業
高
等
学
校
脇
交
差
点

で
、
商
業
生
45
人
と
石
岡
警
察
署
が

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
春
は
「
気
付
い
て
ね　

黄

色
い
ぼ
う
し
と　

赤
信
号
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
を
目
指
し
交
通

安
全
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
信
号
待
ち
を
し
て
い

る
車
の
運
転
者
や
歩
行
者
に
、
チ
ラ

シ
や
啓
発
品
を
配
布
し
て
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

広報いしおか　№６４　１０



地
磁
気
観
測
所
が
施
設
を
一
般
公
開
！

古
代
ロ
ー
ド
め
ぐ

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
３
０
０
人

　

４
月
19
日
、
柿
岡
の
気
象
庁
地
磁

気
観
測
所
が
、
科
学
技
術
週
間
の
事

業
と
し
て
、
施
設
を
一
般
公
開
し
ま

し
た
。
こ
の
観
測
所
は
、
地
球
の
電

磁
気
的
環
境
の
変
動
を
観
測
す
る
国

の
機
関
で
、
大
正
元
年
に
東
京
か
ら

柿
岡
に
移
転
し
、
翌
年
か
ら
観
測
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
観
測
し
て
い
る
地
磁

気
、
地
電
流
、
空
中
電
気
な
ど
に

つ
い
て
、
観
測
の
目
的
や
私
た
ち

の
生
活
と
の
関
わ
り
な
ど
を
、
職

員
が
展
示
物
や
簡
単
な
実
験
を
交

え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く

　

３
月
30
日
「
古
代
ロ
ー

ド
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
が
八
郷
地
区
で
開

催
さ
れ
、
市
内
外
か
ら

約
３
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

石
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
（
長
谷
川
功
理
事
長
）

が
「
早
春
の
山
並
み
を
眺

▲ ウォーキングの途中、茅葺き民家を見学

古
希
を
記
念
し
「
仏
像

彫
刻
展
」
を
開
催

▲１点１点じっくりと作品を鑑賞

フ
ラ
ン
ス
か
ら
９
人
が

訪
れ
府
中
酒
造
を
見
学▲ 山内取締役（写真左）から説明を受けるフランス人ゲスト

　

４
月
14
日
、
酒
造
見
学
が
し
た
い

と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
９
人
の
ゲ
ス
ト

が
、
市
内
の
府
中
酒
造
（
山
内
孝
明

常
務
取
締
役
）
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
ワ
イ
ン
造

り
に
も
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
日

本
酒
に
つ
い
て
の
説
明
に
ワ
イ
ン
と

比
較
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
た

り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
熱

心
に
見
学
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
自
分
の
好
み
の
お
猪ち
ょ
こ口

を
選
ん
で
日
本
酒
を
試
飲
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
日
本
酒
に
、
お
そ
る

お
そ
る
口
を
つ
け
た
ゲ
ス
ト
は
「
お

い
し
い
！
」
と
感
激
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

▲熱心に実験をする親子連れ

　

市
内
若
松
在
住
の
上
曽
勝し

ょ
う
け
い
慶
（
本

名
勝
男
）
さ
ん
が
、
４
月
24
日
か
ら

27
日
ま
で
、
府
中
地
区
公
民
館
で
仏

像
彫
刻
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
曽
さ
ん
が
こ
の
趣
味
と
出
会
っ

た
の
は
、
25
年
前
の
こ
の
公
民
館
で
の

仏
像
彫
刻
講
座
。
本
格
的
に
始
め
た
の

は
、
10
年
前
に
石
岡
消
防
署
を
定
年
退

職
し
て
か
ら
。
勝
慶
さ
ん
は
「
仏
像
を

彫
っ
て
い
る
と
そ
の
ご
利
益
が
自
分

の
体
に
入
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
古
希
を
記
念
し
て
開
催
し
た
こ
の

展
示
会
を
励
み
に
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
上
曽
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
集
大
成
77
点
が
披
露
さ

れ
、
初
日
だ
け
で
80
人
の
方
が
会
場

を
訪
れ
、
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
測
の
意

味
や
体
験
談
な
ど
を

交
え
た
「
オ
ー
ロ
ラ

き
ら
め
く
南
極
で
ー

観
測
と
暮
ら
し
ー
」

や
「
地
震
は
な
ぜ
起

き
る
、
地
磁
気
が
教

え
る
大
陸
の
動
き
」

な
ど
の
ミ
ニ
講
演
会

が
開
催
さ
れ
、
参
加

者
は
熱
心
に
聴
い
て

い
ま
し
た
。　

め
な
が
ら
、
ス
ロ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
い

い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
」
と
地
元
住

民
や
県
内
の
愛
好
者
に
広
く
声
を
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
９
時
30
分
ご
ろ
に
中

央
公
民
館
を
出
発
。
青
空
が
広
が
り

心
地
よ
い
そ
よ
風
の
吹
く
中
、
丸
山

古
墳
や
佐
久
の
大
杉
、
茅
葺
き
民
家

な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
友
達
と
二
人
で
参
加
し

た
50
代
の
女
性
は
「
今
日
は
、
天
気

に
も
恵
ま
れ
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

古
墳
の
作
ら
れ
た
時
代
や
、
茅
葺
き

職
人
の
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
も
分
か

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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茨
城
県
で
は
、
県
の
施
設
な
ど
を

見
学
し
、
県
政
へ
の
理
解
や
親
し
み

を
も
っ
て
も
ら
う
目
的
で
「
県
政
ふ

れ
あ
い
バ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ｂ
〉

実
施
日
　
８
月
５
日
（
火
）

見
学
先
　
茨
城
県
植
物
園
、
茨
城

空
港 県

政
ふ
れ
あ
い
バ
ス

参
加
者
募
集

「
石
岡
一
高
開
放
講
座
」　

受
講
生
募
集

　
石
岡
一
高
で
は
、
学
校
を
開
放
し

て
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
学
習
を

推
進
す
る
た
め
、
講
座
を
実
施
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
果
樹
コ
ー
ス

日
時
・
内
容

６
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午

　
ナ
シ
の
摘
果
・
ブ
ド
ウ
の
摘
房

９
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
～
正
午

　
ナ
シ
と
ブ
ド
ウ
の
収
穫

参
加
費
　
無
料（
作
業
の
で
き
る
服
・

軍
手
等
を
持
参
く
だ
さ
い
）

場
所
　
石
岡
一
高 

第
二
農
場

定
員
　
16
名

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

　
育
児
や
介
護
な
ど
に
よ
り
退
職

し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方
へ
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

出
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　

６
月
12
日
（
木
）

・
働
く
こ
と
の
意
義
と
は

　
午
前
10
時
～
正
午

・
職
業
適
性
検
査

　
午
後
１
時
～
３
時

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

受
付
開
始
は
６
月
10
日
（
火
）
午
前

８
時
30
分
か
ら
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
第
一
高
等
学
校 
開
放
講
座
係

☎
２
２
・
４
１
３
５

FAX
２
２
・
６
２
８
９

定
員
　
30
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申
込
締
切
　
６
月
23
日
（
月
）

バ
ス
乗
降
場
所
　
石
岡
市
役
所
・
土

浦
合
同
庁
舎

※
他
に
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
Ａ
、

一
般
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
県
内
に
住
む
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者

参
加
費
　
無
料（
昼
食
は
参
加
者
持
参
）

申
込
方
法
　
官
製
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

①
希
望
コ
ー
ス
②
希
望
乗
降
場
所
、

参
加
者
全
員
の
③
住
所
④
氏
名
⑤
年

齢
⑥
性
別
⑦
電
話
番
号
⑧
職
業
ま
た

は
学
年
を
記
入
し
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
当
日
の
消
印
有
効
）

※
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
４
名
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
同
一
コ
ー
ス
に
複

数
枚
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

県
南
地
方
総
合
事
務
所 

県
民
生
活
課

〒
３
０
０-
０
０
５
１
　

土
浦
市
真
鍋
５-
17-

26

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
０
２
６

　
茨
城
県
看
護
協
会
で
は
、
看
護
学

生
や
看
護
職
を
目
指
す
方
の
た
め
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

い
ば
ら
き
看
護
職

合
同
進
学
・
就
職
説
明
会

日
時
・
場
所

・
６
月
22
日
（
日
）
つ
く
ば
国
際
会

議
場（
つ
く
ば
市
竹
園
２-

20-

３
）

・
７
月
19
日
（
土
）
ホ
テ
ル 

テ
ラ
ス 

ザ 

ガ
ー
デ
ン 

水
戸
（
水
戸
市
宮
町

１-

７
）

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
～
５
時

対
象
者

　
高
校
生
、
看
護
職
を
目
指

す
方
、
看
護
学
生
、
看
護
職
員
な
ど

内
容

・
求
人
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー

・
就
職
面
談
コ
ー
ナ
ー

・
茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
求
人
登
録

・
看
護
職
進
学
コ
ー
ナ
ー 

な
ど

参
加
費
　
無
料

※
事
前
申
込
・
予
約
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　（
社
）
茨
城
県
看
護

協
会
・
茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
６
９
０
０
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高
齢
者
の
集
い
（
敬
老

会
）
を
開
催

　
市
で
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
区
単
位
で

高
齢
者
の
集
い
（
敬
老
会
）
を
毎
年

度
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
例

県
政
出
前
講
座
の
ご
案
内

　
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
県
民
の
声
を
県
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
要
望

に
応
じ
、
職
員
が
各
種
集
会
等
に
出

向
き
、
県
の
施
策
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。
今
回
、
講
座
メ

ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

主
な
新
規
テ
ー
マ

・
森
林
湖
沼
環
境
税
の
仕
組
み
と
税

の
使
途

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

・
犯
罪
被
害
者
の
支
援

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

電
気
牧
柵
な
ど
を
導
入
す
る
農
家
に

対
し
、
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以

内
、
１
か
所
当
り
１
万
円
を
限
度
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
方
は
、

申
請
書
に
見
積
書
と
計
画
書
を
添
え

て
、
直
接
申

し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、

資
材
等
を
購

入
す
る
の
は
、

必
ず
補
助
金

交
付
決
定
通
知
を
受
け
て
か
ら
に
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

農
政
課

電
気
牧
柵さ

く

な
ど
の
導
入

に
補
助
金
を
交
付

農
作
物
の
被
害
防
止
へ

６
月
19
日
（
木
）

・
敬
語
の
使
い
方
・
電
話
応
対

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所
　
土
浦
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
土
浦
市
大
和
町
９ｰ

２ 

ウ
ラ

ラ
２
　
７
階
）

対
象
者
・
募
集
定
員

　
育
児
・
介
護
な
ど
で
退
職
し
、
再

就
職
を
希
望
し
て
い
る
方
　
20
名

※
無
料
の
一
時
保
育
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

参
加
費
　
無
料

申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
　
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城

事
務
所
　

☎
０
２
９
・
２
２
６
・
２
４
１
３

FAX
０
２
９
・
２
２
６
・
２
７
４
０

年
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
昭
和
９
年
３
月
31
日

以
前
に
生
ま
れ
た
75
歳
以
上
の
方
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
５
３
）

国
民
年
金
業
務
委
託
の

お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
保
険
料
に
未
納
期
間
が

あ
る
方
に
は
、
国
が
委
託
し
て
い
る

民
間
業
者
か
ら
、
納
付
の
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

委
託
業
者

　
㈱
ト
ラ
イ
ア
イ

委
託
期
間
　
５
月
か
ら
９
月
ま
で

問
い
合
わ
せ

茨
城
県 

社
会
保
険
事
務
局 

年
金
課

☎
０
２
９
・
３
０
２
・
３
１
０
７

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
４
２
５
）

八
郷
総
合
支
所 

農
政
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
２
２
１
）

・
県
域
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
）

・
ケ
ー
タ
イ

の
危
険
性
と

利
用
の
ル
ー

ル・
市
民
農
園

の
す
す
め

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携

対
象
　
概
お
お
むね

20
名
以
上
の
集
会
な
ど

※
収
益
的
事
業
と
し
て
実
施
す
る
場

合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

費
用
　
講
師
料
は
無
料
で
す
。
会
場

設
営
な
ど
の
費
用
は
申
込
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
希
望
テ
ー
マ
を
選
ん
で

い
た
だ
き
、「
県
政
出
前
講
座
注
文

書
」
に
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
出
前
講
座

の
メ
ニ
ュ
ー
が
見
ら
れ
ま
す
。

http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

茨
城
県 

政
策
審
議
室 

調
整
担
当
　

〒
３
１
０-

８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
０
３
０

ＦＡＸ
０
２
９
・
３
０
１
・
２
０
３
９

電
子
メ
ー
ル
　seisakushingi2@

pref.ibaraki.lg.jp
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情報　ネットワーク

調
理
師
お
よ
び

　
　
製
菓
衛
生
師
試
験

試
験
日
時
　
８
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
～
正
午
ま
で
の
２
時
間

試
験
会
場
　

①
常
磐
大
学 

人
間
科
学
部
棟 

５
号
館

　
水
戸
市
見
和
１-

４
３
０-

１

②
県
立
土
浦
第
二
高
等
学
校

　
土
浦
市
立
田
町
９-

６

※
受
験
願
書
を
提
出
す
る
際
に
、
①

ま
た
は
②
の
試
験
会
場
を
選
択
。

願
書
の
受
付
場
所
　
土
浦
保
健
所

（
郵
送
に
よ
る
出
願
は
認
め
ま
せ
ん
）

願
書
の
受
付
日
　
７
月
17
日
（
木
）・

18
日
（
金
）
の
２
日
間

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

平
成
20
年
度

甲
種
防
火
管
理

　
　
　
新
規
講
習
会

日
時
　
７
月
９
日
（
水
）・
10
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場
　
中
央
公
民
館
（
石
岡
市
柿
岡

５
６
８
０-

１
）

受
講
料
　
４
５
０
０
円

※
申
し
込
み
後
の
受
講
料
は
、
返
金

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
日
時
　
６
月
25
日
（
水
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

定
員
　
60
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

　
口
座
振
替
を
利
用
に
な
る
と
、
納

期
限
を
忘
れ
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融

機
関
に
納
付
に
行
く
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
、
預
金
先
の
県
内

金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
に
、

届
け
印
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、

す
ぐ
に
手
続
き
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

土
浦
県
税
事
務
所 
収
税
第
一
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
２
０
５

個
人
事
業
税
は

　
便
利
な
口
座
振
替
で

家
内
労
働
法
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？

　
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上

と
生
活
安
定
を
図
る
た
め
、
委
託
者

は
家
内
労
働
者
（
内
職
者
）
に
対
し
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
わ

ら
び
で
お
茶
飲
み
会

　
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事

業
所
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
わ
ら
び

で
は
、お
茶
飲
み
会
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

資
料
も
配
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
で

く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
７
日（
土
）～
15
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人 

泰
仁
会 

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム 

さ
わ
ら
び

石
岡
市
小
倉
４
３
９-

２

☎
４
４
・
８
８
７
０

を
記
入
の
う
え
、
消
防
本
部
予
防
課

ま
で
受
講
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の

消
防
署
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
消
防
本
部 

予
防
課

☎
２
７
・
６
１
２
５

※
土
・
日
曜
日
は
、
消
防
本
部
代
表 

☎

２
３
・
０
１
１
９
へ
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w

.
city.ishioka.lg.jp/820syoubou/
820index.htm

※
受
験
願
書
は
土
浦
保
健
所
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
郵
送
希
望
の
方
は
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒（
角
型
２
号
・
送
付
先
記
入
）と「
調

理
師
試
験
受
験
願
書
希
望
」
ま
た
は

「
製
菓
衛
生
師
試
験
受
験
願
書
希
望
」

と
書
い
た
メ
モ
を
同
封
し
、
請
求
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
土
浦
保
健
所 

衛
生
課

〒
３
０
０-

０
８
１
２
　

土
浦
市
下
高
津
２-

７-

46

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
５
３
６
４

次
の
こ
と
を
文
書
で
示
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
委
託
者
の
名
称
、
所
在
地
、
工
賃

の
支
払
方
法
な
ど

・
原
材
料
の
受
け
渡
し
の
都
度
、
委

託
業
務
の
内
容
、
工
賃
単
価
、
工
賃

の
支
払
期
日
、
納
品
の
期
日
な
ど

・
物
品
を
受
領
す
る
都
度
、
受
領
し

た
物
品
の
数
量
、
そ
の
年
月
日

・
工
賃
を
支
払
う
都
度
、
支
払
っ
た

工
賃
の
額
、
そ
の
年
月
日
　
な
ど

　
以
上
の
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
、
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
か
ら
、
次
の
連
絡
先
に
情
報
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

茨
城
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
６

人権相談所を開設
　茨城県人権擁護委員連合会では、６月１日の

「人権擁護委員の日」にちなみ、特設相談を実
施します。地元の人権擁護委員が人権問題など
でお困りの方の相談に応じます。
日時　６月 30 日（月）午前 10 時～午後３時
会場　まちかど情報センター（国府 3-1-16）
問い合わせ　市役所 秘書広聴課
　　　　　　☎ 23-1111（内 212）

６/30
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